
知っている 知らない 無回答

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査

在 宅 介 護 実 態 調 査
の結果をお知らせします！

１４Kami
２０２６年８月号

　香美市では令和８年度に、高齢者福祉の一層の充実と介護保険制度の円滑な実施に向け、高齢者福祉

計画および介護保険事業計画の見直しを行います。この調査は、高齢者の状態や自立した生活を送るう

えでの課題、今後の意向などをより的確に把握するために実施しました。

　本調査の詳しい結果は、香美市ホームページにも掲載しています。

【問い合わせ先】高齢介護課 介護保険係　☎０８８７－５２－９２８０

日頃の生活や介護の状況、サービスの利用意向など

の実態を把握し、今後の高齢者福祉サービスや健康

づくりの方策を検討するため。

令和７年１０月１５日時点で、香美市在住の６５歳

以上の方 (要介護認定者を除く)

令和７年１１月２０日 (木) ～１２月１０日 (水)

郵送配布・郵送回収

配布：５，０００件 ／ 有効回答率：６４．２％

高齢による

衰弱

心臓病

脳卒中
(脳出血・脳梗塞等)

高齢による

衰弱

関節の病気
(リウマチ等)

骨折・転倒

「高齢者等の適切な在宅生活の継続」と「家族等の

介護者の就労継続」の実現に向けた介護サービスの

在り方の把握方法等を検討するため。

要介護１～５認定者

令和７年１２月１６日 (火) ～ 令和８年４月３０日 (木)

調査員による聞き取り調査

配布：１６２件 ／ 有効回答率：１００．０％

● 調査概要

　調査項目の回答内容から、各種リスク判定を行いました。

　｢うつのリスク｣ が４５．４％で最も高く、３年前に実施した調査結果と比較すると ｢転倒リスク｣ は増加

していますが、他の区分はほぼ横ばいとなっています。

２  各種リスク判定について

４  香美市で実施している取組の認知度について

　終末期に備えて行っていることは ｢身辺整理 (断捨離など) ｣ が最も多く、次いで、｢延命治療の意思表

示｣ ｢葬儀のこと｣ が多くなっています。また、｢特に何もしていない｣ は約半数を占めています。

３  終末期への備えについて

　介護・介助について、普段の生活でどなたかの介護・介助が“必要な方”( ｢何らかの介護・介助は必

要だが、現在は受けていない｣ ｢現在、何らかの介護を受けている｣ を合計した割合) は、全体の１２．０％

となっています。

　介護・介助が必要になった主な原因は ｢高齢による衰弱｣ が最も多く、次いで、男性は ｢心臓病｣ ｢脳卒

中 (脳出血・脳梗塞等) ｣ 、女性は ｢関節の病気 (リウマチ等) ｣ ｢骨折・転倒｣ が多くなっています。

１  介護・介助について

介護・介助が必要になった主な原因

※ ｢ＩＡＤＬ｣ とは、日常生活を送るうえで判断力を伴う
　 動作（家事や買い物、電話対応など）のことで、高齢
　 者の自立度を評価するために重要な指標となります。

※

● 調査結果 ( 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 )

調査目的

対象者

実施期間

実施方法

調査結果

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 在 宅 介 護 実 態 調 査

※ 締切以降の返送分、本人が入院・入所中などの理由により回答ができないと記載があったもの、全問無回答などの調査票は

　 有効回答に含まれていません。

※ 以下の調査結果に表記している「n」は「number」の略で、アンケートの回答者数を意味します。また、本文および図表の

　 数字に関しては、すべて小数点第２位以下を四捨五入し、小数点第１位までを表記しています。
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